
下松市・報道発表（配布）資料 
 

令和８年９月３０日 

部 課 名 課 長 担 当  連 絡 先（直通） 

図書館 網本 浩明 塩月 真彦 0833-41-0093 

１．件 名 
「消えゆく記憶を未来へつなぐ 山口県の空襲を伝える写真展」及び

写真展記念講演会「アメリカが記録した下松空襲」の開催について 

２．目 的 

１９４５年（昭和２０年）、山口県下の都市や工場は米軍による集

中的な空襲を受け、多くの犠牲者が出て市街地は廃墟と化しました。 

アメリカの国立公文書館には米軍の写真偵察機が空襲の前後に撮

影した航空写真が多数保管されており、山口県空襲展実行委員会共同

代表の工藤洋三氏が長年アメリカに通いながら収集した貴重な写真

について、下松市並びに県内各地の資料を展示します。 

また、会期中の１０月２５日（日）には、工藤氏による講演会も開

催します。 

戦後８１年が経過し、当時の記憶や街の姿が遠くなる中、山口県や

下松市が受けた空襲の痕跡を通して、土地の歴史や平和の尊さを見つ

め直すことを目的に開催します。 

３．日 時 

【写真展】令和 8年 10 月 23 日（金）～令和 8年 10 月 31 日（土） 

図書館開館時間：(火～金 9：30～18：30、土・日 9：30～17：30) 

最終日は 16：00 まで。  

※月曜は休館です。 

 

【記念講演会】令和 8年 10 月 25 日（日）14：00～15：30 

「アメリカが記録した下松空襲」 

講師：工藤 洋三 氏（山口県空襲展実行委員会 共同代表、空襲・戦

災を記録する会 事務局長、徳山工業高等専門学校 元教授） 

４．場 所 
【写真展】下松市立図書館 郷土資料室 

【記念講演会】ほしらんどくだまつ サルビアホール 

５．主催者 
主催：山口県空襲展実行委員会 共催：下松市立図書館 

後援：下松市・下松市教育委員会 

６．内 容 

主な展示資料 

①下松市街地の写真 

②日立製作所や日本石油などの工場地帯の空爆写真 

③市内に今も残る爆弾クレーター（４０箇所以上）の説明パネル 

④５００ポンド爆弾の実寸模型 

⑤県内各地の空襲写真 







写真展「消えゆく記憶を未来へつなぐ 山口県の空襲を伝える写真展」
開催記念講演会

下松市立図書館 TEL 0833-41-0093 〔申込み・問い合わせ先〕

『アメリカが記録した下松空襲』
戦争の末期に、なぜ下松が空襲を受けたのか、空襲の背景にどんな目的が

あったのか、米軍資料に基づいて、山口県空襲展実行委員会共同代表の

工藤洋三氏が解説します。

日時：令和８年１０月２５日(日) 
１４時～１５時３０分

会場：ほしらんど くだまつ
サルビアホール

1945年7月5日の下松市街地

（山口県空襲展実行委員会 共同代表、空襲・戦災を記録する会 事務局⾧
徳山工業高等専門学校 元教授）

講師：工藤洋三氏

徳山工業高等専門学校の教授として勤務する傍ら、

アメリカの公文書館に長年通い、米軍が撮影した空

襲写真等の資料を収集。戦争被害を伝える書籍を多

数出版しているほか、令和７年度からは山口県空襲

展実行委員会共同代表として、山口県の空襲を伝え

る写真展を各地で開催している。

定員：８０人（要申込み）
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